
一、
・関東軍第731部隊は、細菌戦の研究および実行を目的とした部隊である.             ①

・細菌戦とは、人、動物 (家畜 )、 植物 (穀物)に、微生物や生物的毒素などを兵器として用いること.病原体
の汚染は長期間に及び、大きな効果 (死者)を産む新兵器として期待された。
・石丼四郎は、細菌兵器は資源の乏しい日本に適していること、ヨーロッパに遅れをとらないことが必要である

と主張した.

・細菌戦部隊は、東京を中心として、ハルビン、北京、南京、広東、シンガポールに部隊を設置した。

・第731部隊は、病原体の空中撤布、地上撒布を行ない、吉林省、浙江省、江西省、湖南省に細菌戦を行つた.
・病理テータや疫学テータを得るため、そしてワクチンの開発のために人体実験を繰りかえした.

・兵器の使用量と効果の関係を研究→兵器の数量の算定と効果 (死者数)予想

]

1

931.9.18 満州事変
932. 3 「満州国J
。4 防疫研究室
.8 防疫研究室に石丼以下 5名の軍医を配属
.9 「満州国Jコ レラ調麿
933 細菌に関する特殊研究の為防疫教室職員を満州に派遣し研究に従事せしむ : 東郷部隊
936 関東軍防疫部 (ハルビン)関 東軍軍馬防疫廠 (新京)
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防疫研究室は戦役研究室となつている。

教官 二正 梶塚隆二、
兼校附 三正 石丼四郎、同 一医 北川正隆、渡邊廉、増田知貞、北條園了、自川初太郎



名称             部隊長           編成月日           ②

ノモンハン事件        陸軍軍医大佐 石丼四郎   1939年 6月 21日
加茂部防疫部■ ■

北支那臨時防疫給水部     陸軍軍医少佐 北條園了   1937年 7月 12日

中支那臨時防疫給水部     陸軍軍医中佐 大田澄    1937年 4月 18日
関東軍防疫給水部       陸軍軍医大佐 石丼四郎   1936年 8月 11日

北支那防疫給水部       陸軍軍医中佐 西村英二   1940年 2月 9日
中支那防疫給水部       陸軍軍医大佐 石丼四郎   1939年 4月 18日

南支那防疫給水部       陸軍軍医中佐 田中巌    1939年 4月 6日
陸軍軍医学校防疫研究室    陸軍軍医大佐 石丼四郎   1933年 4月 1日

将校    下士官     兵           合計

ノモンハン事件       44      140      811            995
加茂部防疫部■■

北支那防臨時防疫給水部   5     6    31(雇 員 (傭人))      42
中支那防臨時防疫給水部   3     4      35             42
関東軍防疫給水部    220    386     ]230        1836
北支那防疫給水部    104    196     510       810
中支那防疫給水部    120    264     895      1283(1279)
南支那防疫給水部     68    132     465         665
陸軍軍医学校防疫研究室  16    22(嘱 託)  270(雇 員 (備人))   310
※編成年月日は資料により若干異なる『医学者たちの組織犯罪』の「支那事変二新設セレタル防疫機関Jから

2003年時留守名簿での 731部隊員                新しく公開された留守名簿から

軍人 1344人    軍属 2208人         表 4.関東軍防疫給水部、満洲第 659部隊

軍医       役職                (0召 不□23年 8月 1日現在 )

薬剤

技術

裡

餞

歩兵

鋲

技師

看護婦長

通訳官

現場監督

防疫

所属不明 8人

帰還 `
720

未帰還 `

2′759

転属、 91

死亡. 92

3′662

西山勝夫先生の資料から

「未帰還者」が多いが、実際には、シベリア抑留者以外は帰国している。

実施された錮薔戦

1939年  ノモンハン細菌戦……チフス菌他
1940年  農安細菌戦…………PX(ベストノミ)

農安大資細菌戦……PX(ベストノミ)

ハルビンチフス?

衛州 (県)細菌戦…・PX(ベストノミ)

寧波細菌戦………・PX(ベストノミ)

1941年   常徳細菌戦……・…PX(ペストノミ)
1942年  浙韓細菌戦………ⅢPAノミ、チフス菌、コレラ菌、ベスト感染ネズミ、乾爆ベスト菌が付着した米
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③PX(ベストノミ)による細菌戦

既に行われた各細医戦の兵器(PX)使用量を換算して、lkgあた00効果 (死者)を概算した。

ノミlgは約2000匹   9210は 291

農安、農安・大資、廣信・廣豊
。玉山は地上撒布

0の誤植

衛州 (県 )、 寧波、常徳は航空機による空中撒布

〔吉林省の細菌戦〕

《農安 。大資細菌戦》 1940年 6月 4日から7日実施

京白線の農安 (新京の北61km)～大責間の 152kmに わたる農村地帯に、4日間かけてPX10gを 撤布
.

撤布個所から伝播した地域を追跡調査し

たと思われるが、詳細は不明.

《農安細菌戦》 1940年 6月 4日実施

当時の農安県城内の人□は 33000人強。

ベスト患者の発生は県城内北西から始ま

り、城内全域と周辺に広がつた。

ベストは新京に伝播し9月 23日患者が

発生、患者28人のうち27人の中国人と

日本人が死亡した。

農 安 城:離 旨 第 1団

731部隊に関東軍の出動命令が下り、新京

と農安の防疫を行つた。

《農安・大資細菌戦と農安細菌戦の目的》

・ベストノミの地上散布により実際に細菌

戦が成功するのか、自然流行と細菌戦に違

いが生するのかの確認.

・ 寝聰xヽ■口睛 `祗円,凛高耐 軍ドラタヽ ■対′塵|サ瑠だ長 ABC卿酪弩
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・疫学、病理などの各種テータの収集。
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[浙江省・江西省への細薗戦 ] ④
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『丼本日誌』 『七三一部隊と天皇・陸軍中央』より

9月 18日 奈良部隊との連絡
目標、寧波 は可なり (付近部落 lK平方に 1.5)

山本参謀より

1 希釈せしめたる弾薬を広<行うものと、濃度大なるものを回数少な<洛 卜する場合とあり、
後者の為に、日標を 温州に選定す(台州,温州,麗水)

2 雨下法決定の為に洛 卜傘使用の件 `

寧波の海上案

10月 7日 細菌戦 (実施)の報告
1 奈良部隊の状況聴取
山本参謀、福森少佐、太田中佐ヽ金子大尉、増田大尉

2 3までの攻撃回数 6回 (別表により説明)
ノミは、19、 約 1700

3 効果の判定を期待す
密偵

4 気象諸源は杭州に於て測定して之を現地に移すこととし、落下傘を使用せざる如<す
(寧波に対してのみ)

731部隊と中支那防疫給水部によつて、奈良部隊が臨時編成された。
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《寧波細菌戦》(1940年 10月 27日 )
航空機により空中からPX2kgを 撤布した。
731部隊と中支那防疫給水部は奈良部隊を臨時編成

した。

杭州日本領事が外務大臣へ、1940年 11月に寧波 (非

占領地)に発生したベストが、11月中に約320名の真

性患者を出し、その後漸次奥地蔓延の傾向を示しと報

告している.

4
,ヽ

州

l]

本

饉

11

fi

《常徳細菌戦》

『丼本日誌』

1941年 11月
4日、増田美保薬剤

少佐が操縦する航

空機からアワ (ベス

トノミ)が撤布され

た。

常徳は米や綿など

の物資の集散地L周

辺農村から多くの

人の出入りがあり、

常徳でベストに感

染した人が、自分の

村に帰り発病し、さ

らに家族や隣人が

感染した。

『七三一部隊と天皇・陸軍中期

☆被害者遺族 張礼忠さんの話 (張礼忠陳述書 27号 )
1930年像 私の家族 9人が 4人の奉公人、徒弟と一緒に常徳市の繁華街逮安鎮大慶街(現在の高山彗□長清街 )

に居住した。父親は印鑑を彫刻する職人だつた。腕が優れていたので、商売が繁栄し、家の家屋は 200平方メー

第

“
圏

投

下
選

「落下傘Jが使用された記録はない。



トルの広さもあった。

1942年 4月のある日、家の女中毛妹子 (当

時 17オ )が病気にかかり、高熱が出た。

その後、弟 5オの国民、3オの国成も病気を

した。医者に診てもらうと、「ベストだ」と言

われた.それを聞いた父は、徒弟王新働、羅弄

山に命して毛妹子を田舎にある彼女の実家に

送らせた.毛妹子が発つた夜、二人の弟が亡<
なつた。

家族は悲しんだが、隣人や警察に知られない

ように、大声をあげて泣くこともできす、一夜

をし<し く泣き明かした.翌朝、父は死んだ二

人の弟を寝ているように見せてかこに入れlll

とんをかけ、警報が鴫つた際に、城外に逃れる

人込みにまぎれこんで、小西門外の校場坪とい

う場所の南側にある荒れ地にこつそりと埋葬

した。

祖母は、死んだ孫たちのことを思い出す度に泣

き、悲しみのあまり、体が痩せ衰えて、1942

年の冬に亡くなつた.すっと故郷の韓公渡郷に

居住し、一生農業に従事した祖父も、1943年 9

月に村にベストが流行した時に、感染して死亡

した。

1943年の秋、日本軍が政めてくる前に、政

府が市民に対して城内を離れ、農村地域に疎開するよう勧告した。帰るところがなかつた家の女中厳婿 (当時 40

代)が、一人で残り留守番をさせて<れと両親に懇願し、両親は承諾した.

約 lヶ月後、日本軍が撤退し、私たちが家に戻ると、家屋は壊され、室内のものはほとんど奪われていた。そ

して、厳嬌が庭で倒れて既に死んでおり、体も腐敗し始めていた.下半身が裸で、体に銃剣で刺された痕跡があ

つた。日本軍の暴行によつて、我が家ではまた一人が死んだ。

ほぼ 2年の間に、我が家では 6人が死んで、家屋も焼かれたり壊亡れたりし、財産もほとんど失つた。この大

きな打撃を受けて、父は病の床についた。意識も失い、植物人間となつた。1944年の秋に、父は死んだ。

⑤

困   爾
●  餃 患者我生菫点

○   瞑療感凛餞浚現地区

●  汚彙谷宙.“等眸落地E
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☆石公橋鎮

周辺地域の中心地。人と物資の出入りが多い。111人が死亡した。
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☆絶戸の例 0

表 5 楓樹嵐村「絶戸_Jの家族

娠

家族数

王 諸 曽
8  4  2

鄭

１

李

１

建

１

柴

１

一置

１

張

２

合計

21

死者 187人 家族全員死亡は 21戸

『轟莉莉鑑定意見書 細菌戦の被害記憶と被害者意識 ――湖南省常徳地域での実地調査を踏まえて  ,』
『中国民衆の戦争記憶』明石書店 から

☆恐ろしい伝播

常徳に発生したベストは周辺に拡大した.全滅した家族も多数ある。

～19場年
被害者総数7643人

繊技合
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